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必須－１ 小学校 
低学年 

学習のねらい ～津波とは何かを知る～   
 ○映像や写真などから、津波による被害と危険性を知る。 
 ○津波による被害を受けやすい場所を知る。 

学習内容（展開例） 指導ポイント・使用資料 

【
導
入
】 

１．津波に対して関心を持たせる 

 

①津波を知っているか、津波についてどんなこ

とを知っているかを問いかける。 

 

 

 

 

 

 

※児童が津波についてよく知らない場合 

①海は夏になると海水浴ができて楽しいところ

だが、人がおぼれることもあり、危険なとこ

ろでもあることを気づかせる。 

 

②大きな地震の後に津波が発生するかもしれな

いことを説明し、津波について学習すること

を伝える。 

 

 

 

■問いかけの例 

・津波という言葉を知っていますか。 

・津波についてどのようなことを知っています

か。 

 

■想定される答え 

・津波は地震の後に来る 

・建物が壊れる 

・車が流される 

・人がたくさん死ぬ 

【
展
開
】 

２．津波とはどのようなものかを伝える 

 

①東日本大震災の津波映像や新潟地震の津波被

害の写真を見せて、津波がどのようなものか

を考えさせる。 

 

１）津波映像の感想を発表させる。 

２）津波は、建物を壊したり海に流したりする

など、大きな被害をもたらすことを気づか

せる。 

 

 

 

 

 

◆資100：東日本大震災津波の脅威（映像） 

 

 

 

 

 

 

 

◆資218-238：新潟地震津波関連写真 

 ※新潟地震津波の写真は、新潟にも津波が

あったことを伝えるために使用する。 

 

 

知る 

考える 

行動する 

＜指導ポイント＞ 

○地震の後、押し寄せてくる波が「津波」

であること。 

○津波は大きな被害をもたらすこと。 

○新潟県も海に面していて、津波が発生す

る可能性があること。 

資221 資227 
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学習内容（展開例） 指導ポイント・使用資料 

【
展
開
】 

３．津波が起こりやすい場所を気づかせる 
 

①津波による被害は、どのような場所で発生し

やすいかを考えさせ、海に近い場所で起こり

やすいことに気づかせる。 

 

 

 

 

 

 

②自分たちの住んでいる地域は、津波が発生し

やすいかどうかを考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③旅行や遊びで海に行ったことがあるかどうか

を聞く。そのような時に地震が起きたら津波

が来るかもしれないことを理解させる。 

 

 

■問いかけの例 

・津波はどんなところで起こるでしょうか。 

 

■想定される答え 

・海、海の近く 

・土地が低いところ 

・川の近く 

 

 

■問いかけの例 

・みんなが住んでいるところは、津波が起こり

やすいところだと思いますか。それはどうし

てですか。 

 

【
ま
と
め
】 

４．津波についてわかったことを確認する 
 

①ワークシートに授業でわかったことや感想を

書かせる。 

 

②ワークシートに書いたことを発表させる。 

 

 

◆ワークシート01 

＜指導ポイント＞ 

○津波は、地震が発生した後、海の近くで

起こりやすいこと。 

○自分たちの地域（家や学校）は、津波が

起こりやすいかどうかがわかること。 

＜指導ポイント＞ 

○旅行や遊びで海に行った時、地震が起き

たら、必ず津波に注意すること。 


